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第第
6363
回
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会

回
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会

植芝守央合気道道主による総合演武植芝守央合気道道主による総合演武

注
目
ニ
ュ
ー
ス

世
界
に
広
が
る

世
界
に
広
が
る

　
　
　
　    
合
気
道
の
輪

合
気
道
の
輪

　

第

　

第
6363
回
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会
（
主
催
＝
合
気
会
）
が
５
月

回
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会
（
主
催
＝
合
気
会
）
が
５
月
2323

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
、
全
国
の
道
場
や
海
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
８
０
０
０
名

　

大
会
で
は
、
全
国
の
道
場
や
海
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
８
０
０
０
名

が
演
武
を
行
っ
た
。

が
演
武
を
行
っ
た
。

※
詳
細
は
、今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
（

※
詳
細
は
、今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
（
8787
ペ
ー
ジ
～
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ペ
ー
ジ
～
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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第
63
回
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会
（
主

催
＝
合
気
会
）
が
５
月
23
日
に
日
本
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
で
は
合
気
道
本

部
道
場
師
範
・
指
導
員
、
全
国
の
道
場
か

ら
集
ま
っ
た
師
範
・
門
人
、
さ
ら
に
世
界

各
国
・
地
域
か
ら
計
323
団
体
・
約
８
０
０

０
名
が
演
武
を
行
っ
た
。
観
客
を
合
わ
せ

約
１
万
人
が
来
場
し
、
大
観
衆
が
見
守
る

中
、
参
加
者
た
ち
は
日
頃
の
稽
古
の
成
果

を
披
露
し
た
。

◇

　

開
会
式
で
は
国
歌
斉
唱
の
後
、
可
児
晋

大
会
副
会
長
・
合
気
会
理
事
が
開
会
の
辞

を
述
べ
、
続
い
て
植
芝
守
央
合
気
道
道
主

が
挨
拶
を
行
っ
た
。

者
は
大
観
衆
が
見
守
る
中
、
堂
々
の
演
武

を
披
露
し
、
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
た
。
第
一
部
の
最
後
に
は
、
植

芝
充
央
合
気
道
本
部
道
場
長
が
自
由
演
武

を
披
露
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
海
外
道
場
・
団
体
の
演

武
や
、
師
範
の
自
由
演
武
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　

大
会
の
締
め
括く
く

り
に
は
植
芝
道
主
が
立

技
、
座
技
、
多
人
数
掛
け
な
ど
の
総
合
演

武
を
披
露
。
演
武
後
に
は
、
会
場
全
体
か

ら
万
雷
の
拍
手
が
送
ら
れ
、
大
会
は
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

大会を締め括った植芝守央合気道道主による総合演武大会を締め括った植芝守央合気道道主による総合演武

▼植芝充央合気道本部道場長による自由演武▼植芝充央合気道本部道場長による自由演武

植芝守央合気道道主植芝守央合気道道主山谷えり子参議院議員・山谷えり子参議院議員・
日本武道館常任理事日本武道館常任理事

第 63回全日本合気道演武大会第 63回全日本合気道演武大会

合気道―その伝統と神髄合気道―その伝統と神髄

て
い
る
気
が
し
ま
す
。『
た
ゆ
ま
ず
磨
け

道
の
人
々
』
と
い
う
言
葉
を
忘
れ
ず
、
合

気
道
が
美
し
く
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
学

び
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
て
、
道
主
、
各
道

場
の
先
生
方
に
感
謝
し
な
が
ら
今
日
一
日

を
明
日
か
ら
の
稽
古
に
繋つ
な

げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
山
田
美
樹
衆
議
院
議
員
、
朝
日

健
太
郎
参
議
院
議
員
の
来
賓
挨
拶
、
祝
辞

披
露
が
行
わ
れ
開
会
式
は
終
了
し
た
。

　

演
武
は
二
部
制
で
、
第
一
部
で
は
学
生

合
気
道
連
盟
の
演
武
を
皮
切
り
に
、
各
団

体
・
指
導
者
の
演
武
が
行
わ
れ
た
。
参
加

「
第
63
回
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会
が
こ
こ

日
本
武
道
館
で
大
勢
の
皆
様
と
と
も
に
、
開

催
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
大
会
は
公
益
財
団
法
人
合
気
会

を
挙
げ
て
の
最
大
の
行
事
で
あ
り
ま
す
。
全

国
の
道
場
、
社
会
人
団
体
、
学
生
団
体
、
さ

ら
に
海
外
か
ら
の
参
加
を
含
め
、
約
８
０
０

０
名
の
方
々
が
出
場
さ
れ
ま
す
。
観
衆
を
合

わ
せ
ま
す
と
１
万
人
近
く
の
方
々
が
一
堂
に

会
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
合
気
道
は
、
世
界

約
140
の
国
と
地
域
に
大
き
な
輪
が
出
来
上
が

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
開
祖
・

植
芝
盛
平
翁
が
創
始
し
た
合
気
道
の
素
晴
ら

し
さ
故
で
す
が
、
吉
祥
丸
二
代
道
主
を
は
じ

め
と
す
る
先
達
の
方
々
、
そ
し
て
現
在
合
気

道
に
真し
ん

摯し

に
取
り
組
ん
で
い
る
皆
様
方
の
お

力
に
よ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
大
会
が
合
気
道
の
普
及
・
振
興
の

原
動
力
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
本
日
演
武
さ
れ
る
皆
様

方
は
合
気
道
の
和
合
の
心
を
大
切
に
、
先
達

に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
演
武
に

臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

続
い
て
、
来
賓
挨
拶
に
移
り
、
山
谷
え

り
子
参
議
院
議
員
・
日
本
武
道
館
常
任
理

事
が
「
合
気
道
の
お
稽
古
の
度
に
、
命
は

奪
い
合
う
も
の
で
は
な
く
、
生
か
し
合

う
、
学
び
合
う
も
の
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
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ニュース　全日本合気道演武大会

▼木村二郎合気道大阪武育会会長▼木村二郎合気道大阪武育会会長

五十嵐和男合氣道五十嵐道場道場長五十嵐和男合氣道五十嵐道場道場長

各道場・団体師範演武各道場・団体師範演武

小林保雄合気道小林道場総師範小林保雄合気道小林道場総師範

稲垣繁實茨城支部道場指導部師範稲垣繁實茨城支部道場指導部師範

▼窪田育弘奈良合気会師範▼窪田育弘奈良合気会師範

岡本洋子参同会合気道京都師範岡本洋子参同会合気道京都師範

菅沼守人合気道祥平塾道場長菅沼守人合気道祥平塾道場長追分拓哉合気道福島武道館館長追分拓哉合気道福島武道館館長

日高浩岩手山麓合気道誠風館館長日高浩岩手山麓合気道誠風館館長

石原克博合気道石芯塾主席師範石原克博合気道石芯塾主席師範

畑山憲吾合気道研心会代表畑山憲吾合気道研心会代表

吾妻正義合氣道修練道場自然館館長吾妻正義合氣道修練道場自然館館長

土田稔合気道新庄道場道場長土田稔合気道新庄道場道場長
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ニュース　全日本合気道演武大会

金澤威本部道場指導部師範金澤威本部道場指導部師範

▼菅原繁本部道場指導部師範▼菅原繁本部道場指導部師範

小林幸光本部道場指導部師範小林幸光本部道場指導部師範

鳥海幸一本部道場指導部師範鳥海幸一本部道場指導部師範 安野正敏本部道場指導部師範安野正敏本部道場指導部師範

難波弘之本部道場指導部師範難波弘之本部道場指導部師範

合
気
道
本
部
道
場

合
気
道
本
部
道
場

師
範
演
武

師
範
演
武

横田愛明本部道場指導部師範横田愛明本部道場指導部師範

　
▶︎
入
江
嘉
信
本
部
道
場
指
導
部
師
範

　
▶︎
入
江
嘉
信
本
部
道
場
指
導
部
師
範

佐々木貞樹本部道場指導部師範佐々木貞樹本部道場指導部師範

櫻井寛幸本部道場指導部師範櫻井寛幸本部道場指導部師範

藤巻宏本部道場指導部師範藤巻宏本部道場指導部師範

　
▶︎
栗
林
孝
典
本
部
道
場
指
導
部
師
範

　
▶︎
栗
林
孝
典
本
部
道
場
指
導
部
師
範
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ニュース　全日本合気道演武大会

【
参
加
者
の
声
】

【
参
加
者
の
声
】

・
１
９
９
８
年
に
初
め
て
参
加
し
て
か
ら

・
１
９
９
８
年
に
初
め
て
参
加
し
て
か
ら

ほ
と
ん
ど
毎
回
出
場
し
て
い
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
毎
回
出
場
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
も
緊
張
し
ま
し
た
。
大
観
衆
の
前

今
回
も
緊
張
し
ま
し
た
。
大
観
衆
の
前

で
緊
張
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、
気
持
ち

で
緊
張
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、
気
持
ち

よ
く
演
武
が
で
き
ま
し
た
。（
フ
ラ
ン

よ
く
演
武
が
で
き
ま
し
た
。（
フ
ラ
ン

ス
・
男
性
）

ス
・
男
性
）

・
演
武
は
間
違
い
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
で
し

・
演
武
は
間
違
い
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
も
う
少
し
稽
古
の
成
果
を
出
せ

た
が
、
も
う
少
し
稽
古
の
成
果
を
出
せ

れ
ば
よ
か
っ
た
で
す
。
大
観
衆
を
前
に

れ
ば
よ
か
っ
た
で
す
。
大
観
衆
を
前
に

緊
張
し
ま
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
で

緊
張
し
ま
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
で

す
。（
福
岡
・
女
性
）

す
。（
福
岡
・
女
性
）

・
出
る
ま
で
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

・
出
る
ま
で
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

畳
に
入
る
時
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
て

畳
に
入
る
時
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
て

臨
み
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
こ
れ
か
ら

臨
み
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
こ
れ
か
ら

の
自
分
の
糧
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

の
自
分
の
糧
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
静
岡
・
男
性
）

（
静
岡
・
男
性
）

・
緊
張
し
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
声
を
出

・
緊
張
し
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
声
を
出

し
て
演
武
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で

し
て
演
武
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。
大
会
の
前
日
が
誕
生
日
で
し
た
の

す
。
大
会
の
前
日
が
誕
生
日
で
し
た
の

で
、
い
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。

で
、
い
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。

（
沖
縄
・
女
性
）

（
沖
縄
・
女
性
）

各
道
場
演
武
・
大
会
の
模
様

各
道
場
演
武
・
大
会
の
模
様

心技体 人を育てる総合誌

【
演
武
者
一
覧
】

■
第
一
部

1
．
学
生
連
盟
演
武
　
関
東
学
生
合
気
道
連
盟

2
．
指
導
部
師
範
演
武
　
伊
藤
眞
、
佐
々
木
貞
樹
、
鈴
木
俊
雄
、
小

山
雄
二

3
．
指
導
部
師
範
演
武
　
森
智
洋
、
櫻
井
寛
幸
、
桂
田
英
路
、
難
波

弘
之

4
．
道
場
演
武
　
朋
清
会
等
々
力
道
場
／
朋
清
会
グ
ル
ー
プ
、
習
錬

館
道
場
、
合
気
道
自
由
が
丘
道
場
、
池
袋
合
気
道
同
好
会
／
戸
田
合

気
会
、
愛
川
合
気
道
会

5
．
道
場
演
武
　
合
気
道
鍬
守
道
場
、
新
小
岩
合
気
会
、
合
氣
道
土

井
道
場
、
東
村
山
市
合
気
道
会
／
日
高
市
合
気
道
同
好
会
、
城
下
町

合
気
道
（
小
田
原
道
場
）

6
．
道
場
演
武
　
合
氣
道
修
練
道
場
自
然
館
、
合
気
道
小
金
井
同
好

会
、
東
大
和
市
合
気
道
会
、
多
摩
川
合
気
道
会
、
成
田
合
気
道
友
会

7
．
道
場
演
武
　
合
気
道
堀
内
道
場
葉
山
、
裾
野
昭
武
会
、
合
気
道

練
馬
総
合
体
育
館
道
場
、
合
気
道
清
進
塾
、
合
気
道
麻
布
道
場
／
合

気
道
豊
田
葵
道
場

8
．
道
場
演
武
　
荒
川
合
気
会
、
渋
谷
区
合
氣
道
同
好
会
、
荻
窪
合

気
道
同
好
会
／
合
気
道
ふ
れ
あ
い
塾
、
合
気
道
初
心
会
、
仲
池
合
氣

道
同
好
会

9
．
道
場
演
武
　
葛
飾
合
気
会
、
府
中
合
気
会
、
千
葉
合
気
道
友

会
、
合
気
道
増
田
道
場
、
合
気
道
・
武
友
会

10
．
道
場
演
武
　
千
葉
合
気
道
館
、
深
谷
合
気
会
、
合
気
道
清
明

塾
、
合
気
道
正
心
会
、
和
合
館
合
気
道
修
練
道
場

11
．
道
場
演
武
　
合
気
道
大
宮
道
場
、
啓
翔
会
、
合
気
道
桜
道
場
、

Ａ
＆
Ｐ
合
気
道
石
垣
道
場
／
合
氣
道
氣
流
会
、
東
松
山
合
気
道
ク
ラ

ブ
晴
和
会

12
．
道
場
演
武
　
大
宮
合
気
道
倶
楽
部
、
船
橋
合
氣
道
道
友
会
、
大

宮
氷
川
合
氣
会
、
合
氣
道
明
心
会
、
お
あ
し
す
合
気
会

13
．
道
場
演
武
　
合
氣
道
炁
合
氣
塾
、
ひ
た
ち
な
か
合
気
会
、
合
気

道
な
ご
み
会
、
絆
・
勝
稲
和
合
塾
道
場
／
尾
山
台
地
域
体
育
館
合
気

道
教
室
、
合
気
道
北
八
王
子
道
場

14
．
道
場
演
武
　
合
気
道
鈴
木
道
場
、
合
気
道
瀧
田
塾
、
武
産
浦
帆

道
場
、
合
気
道
鹿
沼
教
室
、
合
気
道
相
模
和
道
会

15
．
道
場
演
武
　
鶴
岡
八
幡
宮
研
修
道
場
合
気
道
科
、
合
気
道
吾
勝

会
、
合
氣
道
弘
龍
會
明
心
館
道
場
、
合
気
道
三
心
会
、
守
清
館

16
．
道
場
演
武
　
新
所
沢
合
氣
道
同
好
会
、
我
孫
子
合
気
会
、
新
郷

合
気
会
、
一
宮
町
振
武
館
道
場
合
気
道
誠
気
会
／
横
浜
南
合
気
会
、

富
山
合
気
会
／
武
蔵
小
杉
合
気
道
会

17
．
指
導
者
演
武
　
鈴
木
聖
崇（
福
島
県
）、
吉
川
慶
彦（
島
根
県
）、

佐
藤
光
瑠
（
宮
城
県
）、
菅
原
耀
（
東
京
都
）、
中
川
真
央
（
愛
知
県
）

18
．
指
導
者
演
武
　
木
下
慎
也（
兵
庫
県
）、
城
戸
活
政（
福
岡
県
）、

岡
田
弘
治
（
広
島
県
）、
林
宏
和
（
茨
城
県
）

19
．
指
導
者
演
武
　
合
川
洋
平（
岩
手
県
）、
石
崎
宏
鷹（
新
潟
県
）、

長
澤
孝
将
（
香
川
県
）、
跡
部
知
代
（
長
野
県
）、
田
中
聡
一
郎
（
大

阪
府
）

20
．
道
場
演
武
　
大
田
区
合
気
道
会
、
合
気
道
円
悠
会
、
佐
倉
合
気

会
、
旭
合
気
道
ク
ラ
ブ
、
合
気
道
青
葉
塾
道
場

21
．
道
場
演
武
　
つ
く
ば
合
気
道
会
、
草
加
合
気
道
研
究
会
、
合
気

道
幸
徳
会
、
立
川
市
合
気
道
会
／
和
氣
會
、
つ
く
ば
学
園
合
気
会

22
．
道
場
演
武
　
月
窓
寺
道
場
、
合
気
道
麻
生
同
心
会
、
白
光
真
宏

会
合
気
道
場
／
白
光
合
気
道
会
船
橋
道
場
、
岡
山
県
合
氣
道
交
流
協

会
、
館
林
合
気
道
ク
ラ
ブ
／
城
東
誠
和
会

23
．
道
場
演
武
　
央
名
会
氣
守
道
場
、
名
古
屋
合
氣
会
、
尾
張
合
気

会
、
合
気
道
吹
上
道
場
／
合
気
道
盛
岡
道
場
、
岡
崎
合
気
道
皇
道
館

道
場

24
．
道
場
演
武
　
合
気
道
三
澤
塾
、
小
田
原
合
氣
会
、
兵
庫
合
気
会 

姫
路
道
場
赤
穂
道
場
、
幸
優
氣
会
、
凱
風
館

25
．
道
場
演
武
　
合
気
道
研
究
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
葉
山
町

合
気
会
、
桜
台
合
気
道
ク
ラ
ブ
、
合
気
道
春
水
道
場
、
正
道
友
和
会

26
．
道
場
演
武
　
合
気
道
大
阪
武
育
会
、
奈
良
合
気
会
、
大
阪
合
氣

塾
、
合
氣
道
和
心
会
、
春
風
合
気
道
会

27
．
道
場
演
武
　
合
気
道
研
心
会
、
高
松
合
気
会
、
合
気
道
桶
川
愛

氣
会
、
合
氣
道
神
明
塾
／
世
田
谷
大
原
合
気
会
、
南
海
合
気
会

28
．
道
場
演
武
　
柏
合
気
会
、
参
同
会
合
気
道
京
都
、
江
東
区
合
気

会
、
野
田
合
気
会
、
湘
南
翡
翠
合
気
道
ク
ラ
ブ

29
．
道
場
演
武
　
合
気
道
白
河
道
場
、
目
黒
区
合
気
道
連
盟
、
藤
沢

合
気
道
俱
楽
部
、
綾
瀬
市
・
海
老
名
市
合
気
会
、
茅
ヶ
崎
合
気
会

30
．
道
場
演
武
　
相
生
會
、
合
氣
道
野
比
道
場
、
合
気
道
石
田
塾
、

秩
父
合
気
道
進
修
館
／
合
気
道
研
修
会
道
場
、
入
間
幸
武
館
道
場
／

銀
座
養
正
会

31
．
道
場
演
武
　
合
気
道
石
芯
塾
、
合
氣
道
神
武
錬
成
塾
、
合
気
道 

花
見
川
道
場
、
浦
和
合
気
会
、
合
気
道
川
越
道
場

32
．
道
場
演
武
　
合
気
道
新
川
塾
、
流
山
合
気
会
、
一
宮
合
気
会
、

西
川
口
合
気
道
ク
ラ
ブ
／
相
模
原
武
道
学
園
、
合
気
道
宇
宙
の
会
／

春
陽
会

33
．
道
場
演
武
　
合
氣
道
木
下
道
場
、
無
為
会
／
蓮
田
合
気
会
、
大

成
合
気
道
会
、
船
橋
合
気
会
、
新
星
合
気
会

34
．
指
導
者
演
武
　
窪
田
航
輝
（
奈
良
県
）、D

avid Jesper 
Frykholm

（
神
奈
川
県
）、
八
月
朔
日
芳
徳
（
千
葉
県
）、
鈴
木
有

里
（
栃
木
県
）

35
．
指
導
者
演
武
　
加
藤
凌
平（
愛
媛
県
）、
寺
町
健
也（
岐
阜
県
）、

藤
井
昇
平
（
京
都
府
）、
松
川
佳
弘
（
岡
山
県
）

36
．
指
導
者
演
武
　
杉
浦
尚
哉（
静
岡
県
）、
後
藤
康
太（
北
海
道
）、

飯
村
浩
一
（
埼
玉
県
）、
雜
賀
登
眞
（
和
歌
山
県
）

37
．
道
場
演
武
　
合
氣
道
五
十
嵐
道
場
、
杉
並
合
気
会
、
合
気
道
小

嶋
会
、
公
益
財
団
法
人
大
阪
合
気
会
、
清
瀬
市
合
気
道
会

38
．
道
場
演
武
　
広
島
合
気
会
、
合
気
道
唯
心
館
杉
野
道
場
、
郡
山

合
気
会
、
千
住
合
気
会
、
つ
く
ば
牛
久
合
気
道
友
会
／
合
気
道
山
口

道
場

39
．
社
会
人
団
体
及
び
学
生
演
武
　
東
京
大
学
合
気
道
気
錬
会
／
東

海
大
学
湘
南
校
舎
体
育
会
合
気
道
部
／
神
戸
女
学
院
大
学
合
気
道
部

／
日
本
大
学
芸
術
学
部
／
明
治
大
学
生
田
合
氣
道
部
／
東
京
農
工
大

学
合
気
道
部
／
日
本
歯
科
大
学
合
気
道
部
／
神
奈
川
工
科
大
学
、
日

本
歯
科
大
Ｏ
Ｂ
教
職
員
合
気
道
部
、
宏
心
会
、
稲
門
合
気
倶
楽
部
、

志
念
会
／
富
士
見
合
気
道
友
会

40
．
社
会
人
団
体
演
武
　
国
会
合
気
会
、 

Ｉ
Ｈ
Ｉ
合
気
道
部
、
三
井

住
友
銀
行
合
気
道
部
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）合
気
道
部
、

道
央
合
氣
道
会
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
ー
ド
警
備
道
場

41
．
社
会
人
団
体
演
武
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
気
道
部
、
東
京
消
防
庁
合
気
道

部
会
、
富
士
通
合
氣
道
部
、
朝
日
合
気
会
、
国
立
印
刷
局
合
気
道
部

42
．
社
会
人
団
体
演
武
　
合
氣
道
五
十
嵐
道
場
国
際
部
、
東
京
都
庁

合
気
道
部
、
経
済
産
業
省
合
気
道
部
／
法
務
省
合
気
道
部
、
橿
原
市

役
所
合
気
道
部
、
合
気
道
新
日
本
祥
央
会
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
東
京
合

気
道
部

43
．
連
盟
演
武
　
茨
城
県
合
気
道
連
盟
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
、
Ⅳ
、
Ⅴ

44
．
連
盟
演
武
　
合
気
道
兵
庫
県
連
盟
、
奈
良
県
合
気
道
連
盟
、
群

馬
県
合
気
道
連
盟
、
山
口
県
合
気
道
連
盟
、
栃
木
県
合
気
道
連
盟

45
．
連
盟
演
武
　
北
海
道
合
気
道
連
盟
、
新
潟
県
合
気
道
連
盟
、
岡

山
県
合
気
道
連
盟
、
和
歌
山
県
合
気
道
連
盟
、
石
川
県
合
気
道
連
盟

46
．
連
盟
演
武
　
愛
知
県
合
気
道
連
盟
、
大
阪
府
合
気
道
連
盟

47
．
連
盟
演
武
　
神
奈
川
県
合
気
道
連
盟
、
三
重
県
合
気
道
連
盟
、

岐
阜
県
合
気
道
連
盟
、
東
京
都
合
気
道
連
盟
、
高
知
県
合
気
道
連
盟

48
．
連
盟
演
武
　
京
都
府
合
気
道
連
盟
、
愛
媛
県
合
気
道
連
盟
、
埼

玉
県
合
気
道
連
盟
、
静
岡
県
合
気
道
連
盟

49
．
連
盟
演
武
　
福
島
県
合
気
道
連
盟
、
秋
田
県
合
気
道
連
盟
、
岩

手
県
合
気
道
連
盟
／
青
森
県
合
気
道
連
盟
、
山
形
県
合
気
道
連
盟
、

宮
城
県
合
気
道
連
盟

50
．
防
衛
省
合
気
道
連
合
会
演
武
（
稽
古
法
）　
防
衛
省
合
気
道
連

合
会

51
．
茨
城
支
部
道
場
指
導
部
師
範
演
武
　
茨
城
支
部
道
場
指
導
部
師

範
（
大
和
田
幸
正
／
磯
山
俊
博
／
永
島
義
道
／
平
澤
憲
次
／
秋
本
英

裕
・
川
上
俊
明
）

52
．
合
気
道
学
校
演
武
　
上
級
課
程
、
中
級
課
程
、
初
級
課
程

53
．
指
導
部
師
範
・
指
導
員
演
武
（
基
本
技
抑
え
）　
本
部
道
場
指

導
部
師
範
・
日
野
皓
正
／
梅
津
翔
、
本
部
道
場
指
導
部
指
導
員
・
里

舘
潤

54
．
指
導
部
指
導
員
演
武
（
基
本
技
投
げ
）　
本
部
道
場
指
導
部
指

導
員
・
桑
原
将
太
／
藤
田
す
み
れ
／
中
村
仁
美
／
有
馬
隼
人
／
深
浦

徹
也

55
．
指
導
部
師
範
演
武
　
本
部
道
場
指
導
部
師
範
・
栗
林
孝
典
／
金

澤
威
／
藤
巻
宏
／
入
江
嘉
信

56
．
自
由
演
武
　
本
部
道
場
長
・
植
芝
充
央

■
第
二
部

1
．
学
生
連
盟
演
武
　
関
西
学
生
合
気
道
連
盟
、
中
部
学
生
合
気
道

連
盟
、
中･

四
国
学
生
合
気
道
連
盟

2
．
学
生
連
盟
演
武
　
全
九
州
学
生
合
気
道
連
合
会
、
北
海
道
学
生

合
気
道
連
盟
、
東
北
学
生
合
気
道
連
盟

3
．
高
等
学
校
連
盟
演
武
　
全
国
高
等
学
校
連
盟

4
．
中
学
校
演
武
　
中
学
校
演
武

5
．
文
化
セ
ン
タ
ー
演
武
　
日
本
武
道
館
武
道
学
園
合
気
道
教
室
、

え
き
ス
ポ
梅
島
・
麹
町
合
気
会
、
立
川
錬
友
会
、
華
凜
会
、
ロ
ン
ド

ス
ク
ー
ル
マ
ッ
ク
ス
成
増
合
気
道
教
室

6
．
文
化
セ
ン
タ
ー
演
武
　
所
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
合
気
道
教

室
／
相
模
原
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
／
昭
島
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

／
相
模
原
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
古
淵
店
、
よ
み
う
り
カ
ル
チ
ャ
ー

（
恵
比
寿
／
大
森
合
気
道
／
川
口
／
北
千
住
／
八
王
子
／
横
浜
／
川

崎
／
錦
糸
町
／
自
由
が
丘
）

7
．
国
際
合
気
道
連
盟
演
武
　
イ
タ
リ
ア
合
気
会
／
リ
ト
ア
ニ
ア
Ｌ

Ａ
Ａ
Ｆ
／
ポ
ー
ラ
ン
ド
Ｐ
Ａ
Ｆ
、
韓
国
Ｋ
Ａ
Ｆ
／
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
Ａ

Ａ
Ｆ
、
ア
メ
リ
カ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｆ
／
香
港
合
気
道
協
會
／
ハ
ン
ガ
リ
ー
合

気
会
、
エ
ジ
プ
ト
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
／
コ
ン
ゴ
Ｃ
３
Ａ
、
ス
ペ
イ
ン
Ｆ
Ｎ
Ａ

Ａ
Ｅ
／
エ
ジ
プ
ト
Ｅ
Ａ
Ａ
／
中
国

8
．
海
外
道
場
演
武
　M

Y
A

N
M

A
R A

IK
ID

O
 A

SSO
CIA

TIO
N

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
合
気
道
協
会
）、
台
灣
合
氣
道
推
廣
訓
練
協
進
會
、

K
iryuukai D

ojo

／
台
灣
合
氣
道
推
廣
訓
練
協
進
會
、
台
湾
合

気
道
興
流
会
／K

O
REA

 A
IK

ID
O

 U
N

IO
N

、
台
灣
合
氣
會
／

A
M

ERICA
N

 A
IK

IK
A

I FED
ERA

TIO
N

9
．
指
導
者
演
武
　
牛
島
靖
仁（
兵
庫
県
）、
宮
永
一
真（
群
馬
県
）、

松
本
吉
弘（
佐
賀
県
）、
藤
田
由
紀（
福
井
県
）、
足
立
原
敦（
山
形
県
）

10
．
指
導
者
演
武
　
伊
達
隆
文（
宮
崎
県
）、
市
村
康
紀（
埼
玉
県
）、

広
瀬
健
一（
神
奈
川
県
）、
高
城
久
嘉（
宮
城
県
）、
福
井
悠（
奈
良
県
）

11
．
指
導
者
演
武
　
家
吉
正
明
（
栃
木
県
）、
嶋
田
守
（
岐
阜

県
）、
澁
谷
秀
幸
（
長
野
県
）、
宝
賀
泰
樹
（
北
海
道
）、BERCEA

 
A

D
RIA

N

（
大
阪
府
）

12
．
指
導
者
演
武
　
米
中
克
明（
山
口
県
）、
渡
邉
泰
年（
岡
山
県
）、

稙
田
隆
博（
大
分
県
）、
冨
田
隆
志（
滋
賀
県
）、
水
谷
英
郎（
愛
知
県
）

13
．
指
導
者
演
武
　
黒
河
志
保
（
東
京
都
）、M

itch Troop

（
茨

城
県
）、
佐
藤
友
和（
青
森
県
）、
山
本
晃
市（
京
都
府
）、
山
田
努（
広

島
県
）

14
．
指
導
者
演
武
　
立
谷
健
一
（
新
潟
県
）、
大
塚
徹
（
愛
媛
県
）、

石
原
匡
師（
静
岡
県
）、
山
本
博
史（
石
川
県
）、
中
島
昭
典（
島
根
県
）

15
．
道
場
演
武
　
佐
久
合
氣
道
会
、
大
塚
道
場
明
道
館
、
合
気
道 

熊
野
塾
道
場
／
合
氣
道
健
武
館
、
平
塚
合
気
会
、
一
心
会

16
．
道
場
演
武
　
祖
師
谷
合
気
会
、
神
戸
せ
い
ぶ
館
、
合
気
道
臥
龍

会
、
京
都
合
気
会
／
武
蔵
村
山
市
合
気
道
会
、
合
気
道
岐
阜
す
み
き

り
館

17
．
道
場
演
武
　
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
合
気
道
教
室
、
北
総
合

気
会
、
鷹
の
台
合
氣
道
同
友
会
、
合
気
道
「
倫
」／
合
気
道
入
江
道

場
、
久
喜
合
気
道
同
好
会

18
．
道
場
演
武
　
小
牧
合
気
会
、
双
峰
合
気
道
会
、
合
氣
道
れ
い
め

い
会
、
か
な
が
わ
合
気
道
会
、
王
禅
寺
合
氣
道
場

19
．
道
場
演
武
　
合
気
道
小
林
道
場

20
．
社
会
人
団
体
演
武
　
日
経
合
気
道
ク
ラ
ブ
、
裁
判
所
合
気
道
部
、

合
気
道
正
隆
会
、
松
戸
市
役
所
合
気
道
部
／
東
京
税
理
士
会
麻
布
支

部
合
気
道
部
、
シ
ビ
ル
合
気
道
部
／
広
島
市
役
所
合
気
道
部

21
．
社
会
人
団
体
演
武
　
三
菱
合
気
道
部
、
東
芝
合
気
道
部
、
明
治

大
学
教
職
員
合
氣
道
倶
楽
部
、
理
双
会
／
川
崎
市
役
所
合
気
道
部
、

第
一
三
共
合
気
道
部
／
公
認
会
計
士
協
会
合
気
道
同
好
会

22
．
指
導
者
演
武
　
小
松
田
紘
史
（
秋
田
県
）、
板
井
智
裕
（
福
岡

県
）、
岩
﨑
正
美（
千
葉
県
）、
位
田
紀
行（
三
重
県
）、
深
野
匡
希（
和

歌
山
県
）

23
．
師
範
演
武
　
合
氣
道
修
練
道
場
自
然
館
館
長
・
吾
妻
正
義
、
Ａ

Ｋ
Ｉ
専
任
国
際
指
導
員
・
山
本
洋
、
合
気
道
堀
越
道
場
道
場
長
・
堀

越
祐
嗣
、
名
古
屋
至
誠
館
館
長
・
平
岩
雅
彦
、（
公
財
）大
阪
合
気
会

指
導
部
師
範
・
吉
田
智
晋

24
．
師
範
演
武
　
参
同
会
合
気
道
京
都
師
範
・
岡
本
洋
子
、
合
気
道

奥
州
道
場
道
場
長
・
菅
原
美
喜
子
、
合
氣
道
弘
龍
會
明
心
館
道
場
館

長
・
五
月
女
重
夫
、
一
修
会
代
表
・
中
山
栄
一
、
合
氣
光
林
館
道
場

道
場
長
・
米
谷
恵
司

25
．
師
範
演
武
　
合
氣
道
神
武
錬
成
塾
塾
長
・
白
川
勝
敏
、
相
生
會

師
範
・
堀
井
悦
二
、
合
気
道
鈴
木
道
場
道
場
長
・
鈴
木
順
子
、
合
気

道
新
庄
道
場
道
場
長
・
土
田
稔

26
．
道
場
演
武
　
中
野
区
合
気
道
会
、
中
央
区
合
気
会
、
千
代
田
区

合
気
会
、
港
区
合
気
会
、
文
京
区
合
気
会

27
．
道
場
演
武
　
江
戸
川
区
合
氣
道
連
盟
、
北
区
合
気
道
会
、
板
橋

区
合
気
会
、
八
千
代
市
合
気
道
連
盟
、
品
川
区
合
気
道
交
友
会

28
．
道
場
演
武
　
青
山
会
、
市
原
合
気
会
、
小
山
合
気
会
、
大
泉
合

気
道
同
好
会
、
合
氣
道
松
心
館

29
．
道
場
演
武
　
合
気
道
祥
平
塾
、
西
新
宿
合
気
会
、
合
気
道
自
灯

館
、
江
戸
崎
合
気
会
、
横
浜
国
際
合
気
道
会

30
．
道
場
演
武
　
沼
津
合
気
会
、
蕨
合
気
道
会
、
鎌
ケ
谷
合
気
会
、

横
須
賀
市
合
気
道
連
盟
、
城
南
合
氣
会

31
．
道
場
演
武
　
合
気
道
堀
越
道
場
、
相
模
原
市
合
気
道
連
盟
、
合

気
道
和
光
道
場
、
合
気
道
金
沢
ク
ラ
ブ
、
合
気
道
黎
明
道
場
志
木
合

氣
会

32
．
道
場
演
武
　
流
山
合
気
道
同
好
会
、
浜
風
合
気
会
、
青
雲
塾
、

東
京
合
氣
道
秀
和
会
、
合
気
道
研
修
館

33
．
道
場
演
武
　
里
見
八
顕
会
、
合
気
道
奥
州
道
場
、
新
宿
合
気

会
、
合
気
道
心
和
会
、
合
気
道
上
野
道
場
／
甲
府
合
気
会

34
．
道
場
演
武
　
大
和
合
気
道
ク
ラ
ブ
、
志
鵬
会
／
合
気
道
錬
成

会
、
合
気
道
正
武
会
、
袖
ケ
浦
合
気
会
／
合
気
道
青
楓
会
、
合
気
道

同
好
会
立
川
倶
楽
部

35
．
道
場
演
武
　
茨
城
支
部
道
場
、
調
布
合
気
道
会
、
京
都
近
江
合

気
会
、
合
気
道
明
倫
塾
、
合
気
道
泰
門
会

36
．
本
部
道
場
少
年
部
演
武
　
本
部
道
場
少
年
部

37
．
本
部
道
場
一
般
演
武
（
稽
古
法
）　
本
部
道
場
一
般

38
．
自
由
演
武
　
岩
手
山
麓
合
気
道
誠
風
館
館
長
・
日
高
浩
、
合
気

道
福
島
武
道
館
館
長
・
追
分
拓
哉
、
本
部
道
場
指
導
部
師
範
・
菅
原

繁
、
本
部
道
場
指
導
部
師
範
・
小
林
幸
光

39
．
自
由
演
武
　
合
氣
道
五
十
嵐
道
場
道
場
長
・
五
十
嵐
和
男
、
合

気
道
研
心
会
代
表
・
畑
山
憲
吾
、
合
気
道
石
芯
塾
主
席
師
範
・
石
原

克
博

40
．
自
由
演
武
　
合
気
道
大
阪
武
育
会
会
長
・
木
村
二
郎
、
本
部
道

場
指
導
部
師
範
・
鳥
海
幸
一
、
本
部
道
場
指
導
部
師
範
・
横
田
愛
明

41
．
自
由
演
武
　
奈
良
合
気
会
師
範
・
窪
田
育
弘
、
本
部
道
場
指
導

部
師
範
・
安
野
正
敏
、
茨
城
支
部
道
場
指
導
部
師
範
・
稲
垣
繁
實

42
．
自
由
演
武
　
合
気
道
祥
平
塾
道
場
長
・
菅
沼
守
人

43
．
自
由
演
武
　
合
気
道
小
林
道
場
総
師
範
・
小
林
保
雄

○
総
合
演
武
　
合
気
道
道
主
・
植
芝
守
央
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第１回第１回
アジア・オセアニア剣道選手権大会アジア・オセアニア剣道選手権大会

1st Asia Oceania Kendo Championships TOKYO2026

　

第
１
回
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
剣

　

第
１
回
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
剣

道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
ア
ジ
ア
・

道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
ア
ジ
ア
・

オ
セ
ア
ニ
ア
剣
道
連
盟
〈
Ａ
О
Ｋ
Ｆ
〉）

オ
セ
ア
ニ
ア
剣
道
連
盟
〈
Ａ
О
Ｋ
Ｆ
〉）

が
５
月

が
５
月
3030
・・
3131
日
に
東
京
都
足
立
区

日
に
東
京
都
足
立
区

の
東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

の
東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｆ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ラ

　

Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｆ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
第
３
の
地
域

テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
第
３
の
地
域

連
盟
と
し
て
昨
年

連
盟
と
し
て
昨
年
1212
月
１
日
に
誕
生

月
１
日
に
誕
生

し
た
。
設
立
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

し
た
。
設
立
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

た
本
大
会
に
は
、

た
本
大
会
に
は
、
2323
の
国
と
地
域
か

の
国
と
地
域
か

ら
総
勢

ら
総
勢
267267
名
の
選
手
が
集
い
、
男
女

名
の
選
手
が
集
い
、
男
女

別
の
個
人
戦
２
部
門
（
三
段
以
下
の

別
の
個
人
戦
２
部
門
（
三
段
以
下
の

部
、
段
位
無
制
限
の
部
）
と
男
女
別

部
、
段
位
無
制
限
の
部
）
と
男
女
別

の
団
体
戦
（
５
人
制
）
の
計
６
部
門

の
団
体
戦
（
５
人
制
）
の
計
６
部
門

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
各
部
門

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
各
部
門

の
初
代
王
者
が
決
定
し
た
。
な
お
、

の
初
代
王
者
が
決
定
し
た
。
な
お
、

個
人
戦
三
段
以
下
の
部
に
は
、
日
本

個
人
戦
三
段
以
下
の
部
に
は
、
日
本

と
韓
国
以
外
の
選
手
が
出
場
し
た
。

と
韓
国
以
外
の
選
手
が
出
場
し
た
。

　

日
本
勢
は
、
個
人
戦
（
段
位
無
制

　

日
本
勢
は
、
個
人
戦
（
段
位
無
制

限
の
部
）
と
団
体
戦
で
男
女
と
も
金

限
の
部
）
と
団
体
戦
で
男
女
と
も
金

メ
ダ
ル
に
輝
き
、
完
全
優
勝
を
果
た

メ
ダ
ル
に
輝
き
、
完
全
優
勝
を
果
た

し
た
。

し
た
。

　

１
日
目
の
試
合
開
始
前
に
は
、
日

　

１
日
目
の
試
合
開
始
前
に
は
、
日

本
剣
道
形
の
演
武
や
和
太
鼓
深
沢
組

本
剣
道
形
の
演
武
や
和
太
鼓
深
沢
組

永
鼓
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
試

永
鼓
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
試

合
の
間
に
は
居
合
道
・
杖
道
・
木
刀

合
の
間
に
は
居
合
道
・
杖
道
・
木
刀

に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
の
演
武

に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
の
演
武

と
三
道
体
験
会
が
催
さ
れ
、

と
三
道
体
験
会
が
催
さ
れ
、
賑賑に
ぎ
に
ぎ

わ
い
わ
い

を
見
せ
た
。

を
見
せ
た
。

和太鼓深沢組永鼓による演奏和太鼓深沢組永鼓による演奏 日本剣道形の演武（打太刀：石川薫氏、仕太刀：浦和人氏）日本剣道形の演武（打太刀：石川薫氏、仕太刀：浦和人氏）

交剣知愛　海越える交剣知愛　海越える
―東京武道館で初開催　23の国と地域が集う――東京武道館で初開催　23の国と地域が集う―
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■
団
体
戦

■
団
体
戦

▽
男
子
（
20
チ
ー
ム
）

決
勝　

日
本
４
―
０
韓
国

　

決
勝
に
は
、
日
本
と
韓
国
が
勝
ち
上
が

っ
た
。

　

先
鋒
戦
は
、
清
家
羅
偉
（
日
本
）

とO
.K
W
O
N

（
韓
国
）
と
の
対
戦
。

K
W
O
N

が
手
元
を
上
げ
た
と
こ
ろ
に
、

清
家
が
小
手
を
決
め
て
一
本
勝
ち
し
た
。

　

続
く
次
鋒
戦
で
は
、真
田
裕
行（
日
本
）

が
面
・
小
手
の
連
続
技
を
放
ち
、
鮮
や
か

な
小
手
で
一
本
。
飛
び
込
み
面
も
冴さ

え
、

２
本
勝
ち
を
収
め
た
。

　

中
堅
戦
は
、
星
子
啓
太
（
日
本
）
と

H.K
IM

（
韓
国
）
の
一
戦
で
、
勝
敗
を
左

右
す
る
重
要
な
局
面
を
迎
え
た
。
両
者
一

進
一
退
の
攻
防
を
繰
り
広
げ
る
接
戦
と
な

り
、
引
き
分
け
に
終
わ
っ
た
。

　

副
将
戦
、
松
﨑
賢
士
郎
（
日
本
）
は

K
.CHO

（
韓
国
）
に
小
手
を
先
取
さ
れ

苦
し
い
展
開
に
。
後
が
な
く
な
っ
た
松
﨑

だ
っ
た
が
引
き
面
、
飛
び
込
み
面
を
決
め

て
勝
利
。
こ
の
時
点
で
日
本
が
３
勝
を
挙

げ
、
大
将
戦
を
残
し
て
勝
利
を
決
め
た
。

　

大
将
戦
で
は
、
竹
ノ
内
佑
也
（
日
本
）

は
胴
を
先
制
さ
れ
た
も
の
の
、
面
を
２
本

取
り
返
し
て
逆
転
勝
利
し
た
。

先鋒戦＝清家（右）が小手を決める

優勝を決めて健闘を称（たた）え合う日本チーム 次鋒戦＝真田（左）が小手を決める

副将戦＝日本の優勝を決めた松本（左）の小手

決勝を前に緊張感に包まれる日本チーム 次鋒戦＝諸岡（右）が面を奪う

▽
女
子
（
17
チ
ー
ム
）

決
勝　

日
本
４
―
０
韓
国

　

決
勝
は
、
男
子
と
同
様
に
日
本
と
韓
国

の
対
戦
に
な
っ
た
。

　

先
鋒
戦
、
水
川
晴
奈
（
日
本
）
と

Y
.K

IM

（
韓
国
）
の
戦
い
は
、
水
川
が
面

を
２
本
連
取
し
て
勝
利
。

　

次
鋒
戦
は
、
諸
岡
温
子
（
日
本
）
が
一

瞬
の
隙
を
見
逃
さ
ず
、
面
を
決
め
て
一
本

勝
ち
。

　

中
堅
戦
は
、
竹
中
美
帆
（
日
本
）
と

S.PA
RK

（
韓
国
）
の
対
戦
。
両
者
譲
ら

ぬ
攻
防
を
み
せ
、
引
き
分
け
に
。

　

日
本
が
王
手
を
か
け
た
副
将
戦
、
松
本

智
香
（
日
本
）
が
飛
び
込
み
面
を
決
め

て
先
取
し
、
さ
ら
に
小
手
を
連
取
し
て
快

勝
。
日
本
は
こ
の
時
点
で
３
勝
し
、
大
将

戦
を
待
た
ず
に
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

大
将
戦
は
、
序
盤
に
妹
尾
舞
香
（
日

本
）
がH.HA

N

（
韓
国
）
に
面
を
決
め

て
一
本
勝
ち
を
収
め
た
。

　

男
女
と
も
、
日
本
の
安
定
し
た
強
さ
を

見
せ
つ
け
る
結
果
と
な
り
、
来
年
５
月
27

～
30
日
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
第
20
回

世
界
剣
道
選
手
権
大
会
に
弾
み
を
つ
け

た
。

男子団体戦決勝男子団体戦決勝女子団体戦決勝女子団体戦決勝
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男子・段位無制限の部決勝＝
２回目の延長戦で大平（右）が小手を決める

■
個
人
戦

■
個
人
戦

▽
男
子
・
段
位
無
制
限
の
部
（
43
名
）

決
勝

大
平
翔
士　
　

コ
―　
　
　

木
村
恵
都

大
平
翔
士　
　

コ
―　
　
　

木
村
恵
都

　

決
勝
は
、
日
本
選
手
同
士
の
対
戦
。
両

者
激
し
い
攻
防
を
見
せ
る
が
互
い
に
攻
め

手
を
欠
き
延
長
戦
に
突
入
。
１
回
目
の
延

長
戦
で
は
勝
負
が
決
ま
ら
ず
、
２
回
目
の

延
長
戦
へ
。
大
平
が
間か
ん

隙げ
き

を
縫
っ
て
小
手

を
決
め
勝
負
あ
り
。初
代
王
者
に
輝
い
た
。

女子・三段以下の部決勝＝ TSAO（右）の１本目の面女子・三段以下の部決勝＝ TSAO（右）の１本目の面

▽
男
子
・
三
段
以
下
の
部
（
41
名
）

決
勝

M
ax Lee

M
ax Lee　　

メ
コ
―　

メ
コ
―　

Joshua W
ILD

E
Y

Joshua W
ILD

E
Y

　

決
勝
はL

ee

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

とW
IL
D
E
Y

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
の

一
戦
。
上
段
に
構
え
るW

IL
D
E
Y

に
対

し
てL

ee

は
中
段
に
構
え
る
。
中
盤
戦
、

L
ee

は
面
で
一
本
を
奪
う
と
、
す
ぐ
さ
ま

小
手
も
決
め
て
２
本
勝
ち
を
収
め
た
。

▽
女
子
・
三
段
以
下
の
部
（
32
名
）

決
勝

W
ei-Ting TS

A
O

W
ei-Ting TS

A
O

　　

メ
メ
―　

メ
メ
―　

S
am

antha ZH
O

N
G

S
am

antha ZH
O

N
G

　

決
勝
はT

S
A
O

（
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・

タ
イ
ペ
イ
）
とZ

H
O
N
G

（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
）
の
対
戦
。
序
盤
か
ら
両
者
激
し
く

打
ち
合
う
試
合
展
開
と
な
っ
た
。
中
盤

戦
、T

S
A
O

が
面
を
繰
り
出
し
一
本
を

奪
い
、
立
て
続
け
に
２
本
目
の
面
を
決
め

て
優
勝
を
決
め
た
。

▶▶

男
子
・
三
段
以
下
の
部
決
勝
＝
中
段
に
構
え

男
子
・
三
段
以
下
の
部
決
勝
＝
中
段
に
構
え

るるLee

（
左
）
が
体
格
差
を
乗
り
越
え
勝
利

（
左
）
が
体
格
差
を
乗
り
越
え
勝
利

女子・段位無制限の部決勝＝高橋（左）が外山に小手を決めて勝利

▽
女
子
・
段
位
無
制
限
の
部
（
38
名
）

決
勝

高
橋
萌
子　
　

コ
―　
　
　

外
山
み
の
り

高
橋
萌
子　
　

コ
―　
　
　

外
山
み
の
り

　

決
勝
は
、
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大

会
で
過
去
３
回
優
勝
し
て
い
る
高
橋
萌
子

と
外
山
み
の
り
の
日
本
選
手
同
士
の
試
合

と
な
っ
た
。
中
盤
戦
、
高
橋
は
外
山
の
一

瞬
の
隙
を
見
逃
さ
ず
、
小
手
を
決
め
て
先

取
し
た
。
そ
の
後
も
高
橋
は
攻
め
の
姿
勢

を
崩
さ
ず
に
１
本
を
守
り
切
り
試
合
終

了
。
高
橋
が
栄
冠
に
輝
い
た
。
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ニュース　アジア・オセアニア剣道選手権大会

◎�

蒔
田
実
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
剣
道
連

盟
（
Ａ
О
Ｋ
Ｆ
）
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
「
ア
ジ
ア
を
制
す
る
者
は
世
界
を
制
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
大
会
で
は
個
人

戦
に
三
段
以
下
の
部
を
設
け
ま
し
た
が
、

選
手
た
ち
は
、
の
び
の
び
と
、
礼
儀
正
し

く
試
合
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
の
さ

ら
な
る
成
長
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
大

会
は
３
年
後
に
韓
国
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
日
の
試
合
を
ど
こ
ま
で
自
分
の
も
の
に

し
、
さ
ら
に
精
進
し
て
い
け
る
か
、
３
年

後
の
選
手
た
ち
の
姿
が
楽
し
み
で
す
」

試合会場となった東京武道館試合会場となった東京武道館

 
居
合
道
・
杖
道
・
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
の
演
武
、
三
道
体
験
会

　

１
日
目
に
は
、
居
合
道
・
杖
道
・
木
刀

に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
の
演
武
が
行

わ
れ
た
後
、
三
道
の
体
験
会
が
開
催
さ
れ

た
。

木刀による剣道基本技稽古法の演武

杖道体験会・子どもたちも大人と同じサイズの
杖（長さ 128㎝・直径 2.4㎝）を使って体験した

居合道体験会・新聞切りを行った

剣道体験会・
紙風船割りでは、紙風船がパンッ
という音とともに割れると体験者

の顔に笑顔が広がった

二刀流の選手が多く見られた
初日の表彰式終了後に合同稽古が行われ、
各国の剣士たちは八段の先生方と剣を交えた

各国の選手が親交を深めた大会となった 閉会式後、ベトナム選手との記念撮影に収まる松本選手

子どもからお願いされたサインに応じる松﨑選手

心技体 人を育てる総合誌

【
大
会
成
績
】

○
団
体
戦

▼��

男
子
団
体

　

①
日
本
②
韓
国
③
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
、
タ
イ

▼
女
子
団
体

　

①
日
本
②
韓
国
③
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

○
個
人
戦

▼�

男
子
個
人
戦
段
位
無
制
限
の
部

　

�

①
大
平
翔
士
（
日
本
）

大
平
翔
士
（
日
本
）
②
木
村
恵
都
（
日
本
）

木
村
恵
都
（
日
本
）
③SA

N
G

JU
N

 K
IM

（
韓

国
）、JA

ESEO
N

 JA
N

G

（
韓
国
）

▼�

女
子
個
人
戦
段
位
無
制
限
の
部

　

�

①
高
橋
萌
子
（
日
本
）
②
外
山
み
の
り
（
日
本
）
③W

ei Y
i W
O
N
G

（
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
）、H

A
N
E
U
L
 H
A
N

（
韓
国
）

▼�

男
子
個
人
戦
三
段
以
下
の
部

　

�

①M
ax L

ee

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
②Joshua W

IL
D
E
Y

（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
）
③A

nan S
A
K
U
R
A
I

（
タ
イ
）、Jeffery C

H
U
N
G

（
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
）

▼
女
子
個
人
戦
三
段
以
下
の
部

　

�

①W
ei-T
ing T

S
A
O

（
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
）
②S

am
antha 

Z
H
O
N
G

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
③B

iranda K
O
M
JA
T
I

（
ト
ル
コ
）、

P
anyanat R

E
R
K
P
IT
IV
IT

（
タ
イ
）
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臣
賞
は
、
剣
道
の
寿
Ａ
組
（

臣
賞
は
、
剣
道
の
寿
Ａ
組
（
8585
歳
以
上
）

歳
以
上
）

と
寿
Ｂ
組
（

と
寿
Ｂ
組
（
8080
〜〜
8484
歳
）
の
優
勝
者
に
よ

歳
）
の
優
勝
者
に
よ

る
争
奪
戦
で
争
わ
れ
る
。
今
大
会
は
、
寿

る
争
奪
戦
で
争
わ
れ
る
。
今
大
会
は
、
寿

Ａ
組
優
勝
の
上
北
靭
也
（
愛
知
）
と
寿
Ｂ

Ａ
組
優
勝
の
上
北
靭
也
（
愛
知
）
と
寿
Ｂ

組
優
勝
の
美
馬
勝
行（
徳
島
）が
対
戦
し
、

組
優
勝
の
美
馬
勝
行（
徳
島
）が
対
戦
し
、

美
馬
が
コ
テ
２
本
で
勝
利
し
初
の
内
閣
総

美
馬
が
コ
テ
２
本
で
勝
利
し
初
の
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

　

会
場
で
は
、
試
合
を
終
え
た
選
手
た
ち

　

会
場
で
は
、
試
合
を
終
え
た
選
手
た
ち

が
互
い
の
健
闘
を

が
互
い
の
健
闘
を
讃讃た
た
た
た

え
合
う
様
子
や
、
武

え
合
う
様
子
や
、
武

道
談
義
に
花
を
咲
か
せ
る
様
子
が
各
所
で

道
談
義
に
花
を
咲
か
せ
る
様
子
が
各
所
で

見
ら
れ
、
終
日
和
気

見
ら
れ
、
終
日
和
気
藹藹あ
い
あ
い

々々あ
い
あ
い

と
し
た
空
気
に

と
し
た
空
気
に

包
ま
れ
て
い
た
。

包
ま
れ
て
い
た
。

◇◇

　

本
大
会
を
共
催
す
る
全
日
本
高
齢
剣
友

　

本
大
会
を
共
催
す
る
全
日
本
高
齢
剣
友

会
は
、
会
員
増
に
向
け
た
積
極
的
な
活
動

会
は
、
会
員
増
に
向
け
た
積
極
的
な
活
動

に
よ
り
年
々
会
員
を
増
や
し
て
お
り
、
大

に
よ
り
年
々
会
員
を
増
や
し
て
お
り
、
大

会
事
務
局
に
よ
れ
ば
本
大
会
の
参
加
者
も

会
事
務
局
に
よ
れ
ば
本
大
会
の
参
加
者
も

近
年
は
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。
参
加
者

近
年
は
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。
参
加
者

増
に
伴
い
、
試
合
時
間
の
短
縮
や
判
定
の

増
に
伴
い
、
試
合
時
間
の
短
縮
や
判
定
の

導
入
な
ど
大
会
運
営
に
も
工
夫
が
施
さ

導
入
な
ど
大
会
運
営
に
も
工
夫
が
施
さ

れ
、
本
大
会
は
引
き
続
き
「
生
涯
武
道
」

れ
、
本
大
会
は
引
き
続
き
「
生
涯
武
道
」

実
践
の
場
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

実
践
の
場
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　

本
大
会
で
は
、
剣
道
は
都
道
府
県
対
抗

　

本
大
会
で
は
、
剣
道
は
都
道
府
県
対
抗

の
団
体
戦
と
年
齢
別
の
個
人
戦
（
い
ず
れ

の
団
体
戦
と
年
齢
別
の
個
人
戦
（
い
ず
れ

も
男
女
）、
銃
剣
道
は
都
道
府
県
対
抗
の

も
男
女
）、
銃
剣
道
は
都
道
府
県
対
抗
の

団
体
戦
、
個
人
戦
、
基
本
技
競
技
が
行
わ

団
体
戦
、
個
人
戦
、
基
本
技
競
技
が
行
わ

れ
る
。
出
場
す
る
選
手
は
、
剣
道
は

れ
る
。
出
場
す
る
選
手
は
、
剣
道
は
5555
歳歳

以
上
、
銃
剣
道
は

以
上
、
銃
剣
道
は
5050
歳
以
上
と
、
い
ず
れ

歳
以
上
と
、
い
ず
れ

も「
生
涯
武
道
」を
実
践
す
る
武
道
家
で
、

も「
生
涯
武
道
」を
実
践
す
る
武
道
家
で
、

剣
道
の
最
高
齢
選
手
は

剣
道
の
最
高
齢
選
手
は
9191
歳
、
銃
剣
道
の

歳
、
銃
剣
道
の

最
高
齢
選
手
は

最
高
齢
選
手
は
8383
歳
で
あ
っ
た
。
選
手
た

歳
で
あ
っ
た
。
選
手
た

ち
は
武
道
と
と
も
に
歩
ん
だ
歳
月
を
力
に

ち
は
武
道
と
と
も
に
歩
ん
だ
歳
月
を
力
に

変
え
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
た
。

変
え
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
た
。

◇◇

　

本
大
会
の
最
高
賞
で
あ
る
内
閣
総
理
大

　

本
大
会
の
最
高
賞
で
あ
る
内
閣
総
理
大

武
道
と
歩
ん
だ
歳
月
を
力
に

武
道
と
歩
ん
だ
歳
月
を
力
に

第
48
回
全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会

【剣道　内閣総理大臣賞争奪戦】美馬勝行（左）対上北靭也【剣道　内閣総理大臣賞争奪戦】美馬勝行（左）対上北靭也

【剣道　全国老人福祉助成会賞争奪戦】【剣道　全国老人福祉助成会賞争奪戦】
石川美奈子（新潟・左）対堀井純子（富山）石川美奈子（新潟・左）対堀井純子（富山）

【銃剣道　団体戦】【銃剣道　団体戦】
決勝　山梨県対東京都B（写真は大将戦）決勝　山梨県対東京都B（写真は大将戦）

◉
内
閣
総
理
大
臣
賞
・
寿
Ｂ
組
優
勝
＝

　

美
馬
勝
行
選
手
（
徳
島
）

　

御
年
80
歳
。「
こ
ん
な
名
誉
あ
る
賞

を
い
た
だ
け
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
や
っ
ぱ
り
剣
道
を
長
く
や
っ
て
い

る
と
、
良
い
こ
と
も
あ
る
な
と
思
い
ま

し
た
」
と
語
っ
た
。

　

普
段
の
稽
古
に
つ
い
て
は
「
高
齢
剣

友
会
の
月
２
回
の
稽
古
と
、
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
先
生
の
道
場
で
毎
週
月
曜

日
に
稽
古
し
て
い
ま
す
。
稽
古
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
も
っ
ぱ
ら
健
康
の
た
め

で
す
」
と
の
こ
と
。「
稽
古
は
大
変
で

辛つ
ら

い
で
す
が
、
ま
た
来
年
も
こ
の
大
会

に
出
る
た
め
に
、
し
っ
か
り
稽
古
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
語
っ
た
。

　

第
48
回
全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会
（
主
催
＝
全
国
老
人
福
祉
助
成
会
、
共
催
＝
全
日

本
高
齢
剣
友
会
）
が
６
月
８
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
剣
道
と
銃
剣
道
の
２

種
目
の
試
合
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
集
っ
た
849
名
の
選
手
が
長
年
の
鍛
錬
に
よ
り
培
わ

れ
た
技
と
気
迫
あ
ふ
れ
る
試
合
を
繰
り
広
げ
た
。

開会式で整列する選手たち開会式で整列する選手たち

会場では剣友同士の和やかな会話や笑顔が広がっていた会場では剣友同士の和やかな会話や笑顔が広がっていた

【剣道　男子C組】【剣道　男子C組】
決勝　三浦治（神奈川・左）対北村卓士（京都）決勝　三浦治（神奈川・左）対北村卓士（京都）

【銃剣道　基本技競技】【銃剣道　基本技競技】
決勝　長谷川元（新潟・右）対福田浩之（栃木）決勝　長谷川元（新潟・右）対福田浩之（栃木）
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▽
並
木
昭
子
さ
ん
（
東
京
都
・
83
歳
）

①
「
48
歳
か
ら
剣
道
を
始
め

て
、
今
は
体
を
気
遣
い
な
が

ら
週
に
２
回
の
稽
古
を
し

て
い
ま
す
」

②
「
先
輩
後
輩
の
関
係
の
中

で
礼
儀
や
思
い
や
り
を
学

ん
で
ほ
し
い
で
す
。
若
い
う
ち
は
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
ぐ
ら
い
の
年
齢

に
な
る
と
勝
ち
負
け
以
外
の
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
」

③
「
ま
だ
地
元
の
市
民
大
会
な
ど
に
も
出
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
い
っ
た
大
会
に
出
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
稽
古
し
て
い
き
た
い
で
す
」

組名組名 優勝優勝 準優勝準優勝 ３位３位

剣
道
剣
道

寿Ａ組（85 歳以上）寿Ａ組（85 歳以上） 内閣総理大臣賞内閣総理大臣賞

美馬　勝行美馬　勝行

上北　靭也（愛知）上北　靭也（愛知） 福田　健治（埼玉）福田　健治（埼玉） 望月　房雄（望月　房雄（神奈川神奈川））
岡本　守雄（高知）岡本　守雄（高知）

寿Ｂ組（80 〜 84 歳）寿Ｂ組（80 〜 84 歳） 美馬　勝行（徳島）美馬　勝行（徳島） 渡辺　秀男（埼玉）渡辺　秀男（埼玉） 岡本　邦靖（東京）岡本　邦靖（東京）
久松　好弘（東京）久松　好弘（東京）

特組（75 〜 79 歳）特組（75 〜 79 歳） 佐伯　勝行（福岡）佐伯　勝行（福岡） 島﨑　厚二（東京）島﨑　厚二（東京） 本元　義明（富山）本元　義明（富山）
佐々木秀一（佐々木秀一（神奈川神奈川））

Ａ組（70 〜 74 歳）Ａ組（70 〜 74 歳） 湯瀬　秀則（秋田）湯瀬　秀則（秋田） 小田　　弘（栃木）小田　　弘（栃木） 長谷川恵一（三重）長谷川恵一（三重）
島田　惠造（栃木）島田　惠造（栃木）

Ｂ組（65 〜 69 歳）Ｂ組（65 〜 69 歳） 田邊　　勉（千葉）田邊　　勉（千葉） 関口　啓一（埼玉）関口　啓一（埼玉） 馬場津雅佐（馬場津雅佐（神奈川神奈川））
森　　健志（愛知）森　　健志（愛知）

Ｃ組（55 〜 64 歳）Ｃ組（55 〜 64 歳） 三浦　　治（三浦　　治（神奈川神奈川）） 北村　卓士（京都）北村　卓士（京都） 石田　久人（長野）石田　久人（長野）
三松　　淳（三松　　淳（北海道北海道））

女子個人戦Ａ組女子個人戦Ａ組
（65 歳以上）（65 歳以上） 全国老人福祉助成会賞全国老人福祉助成会賞

石川美奈子石川美奈子

堀井　純子（富山）堀井　純子（富山） 福田　智子（福田　智子（北海道北海道）） 古濱久美子（岩手）古濱久美子（岩手）
吉田美佐子（吉田美佐子（神奈川神奈川））

女子個人戦Ｂ組女子個人戦Ｂ組
（55 〜 64 歳）（55 〜 64 歳） 石川美奈子（新潟）石川美奈子（新潟） 千葉まり子（千葉）千葉まり子（千葉） 岩崎真由美（兵庫）岩崎真由美（兵庫）

小島　克枝（愛知）小島　克枝（愛知）
団体戦（男子）団体戦（男子） 福岡県福岡県 新潟県新潟県 愛知県、福島県愛知県、福島県

団体戦（女子）団体戦（女子） 愛知県愛知県 神奈川県神奈川県 福岡県、奈良県福岡県、奈良県

銃
剣
道

銃
剣
道

個人戦個人戦
（50 歳以上）（50 歳以上） 乙丸　勝樹（千葉）乙丸　勝樹（千葉） 長谷川　元（新潟）長谷川　元（新潟）

基本技競技基本技競技
（50 歳以上）（50 歳以上） 長谷川　元（新潟）長谷川　元（新潟） 福田　浩之（栃木）福田　浩之（栃木）

団体戦団体戦 山梨県山梨県 東京都B東京都B

【大会結果】【大会結果】

演武演武
居合居合
〈立　会〉　畠中篤美範士八段〈立　会〉　畠中篤美範士八段
〈演武者〉　〈演武者〉　
大野吉紀教士七段、橋本政美教士七段、吉田由美教士七段、大野吉紀教士七段、橋本政美教士七段、吉田由美教士七段、
三浦康典教士七段、鬼久保信夫教士七段三浦康典教士七段、鬼久保信夫教士七段
銃剣道形銃剣道形
〈打　方〉　佐賀良幸光範士八段〈打　方〉　佐賀良幸光範士八段
〈仕　方〉　山田明範士八段〈仕　方〉　山田明範士八段
日本剣道形日本剣道形
〈打太刀〉　鎌塚いづみ教士七段〈打太刀〉　鎌塚いづみ教士七段
〈仕太刀〉　城戸内雅美教士七段〈仕太刀〉　城戸内雅美教士七段

◎
出
場
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◎
出
場
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
生
涯
武
道
」
を
実
践
す
る
本
大
会
の
出
場
者
に
、
①
普
段
の
稽
古
に
つ
い
て
②
青
少

「
生
涯
武
道
」
を
実
践
す
る
本
大
会
の
出
場
者
に
、
①
普
段
の
稽
古
に
つ
い
て
②
青
少

年
に
武
道
か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
③
今
後
の
目
標
を
伺
っ
た
。

年
に
武
道
か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
③
今
後
の
目
標
を
伺
っ
た
。

居合居合

銃剣道形銃剣道形日本剣道形日本剣道形

▽
福
田
健
治
さ
ん
（
埼
玉
県
・
85
歳
）

①
「
週
１
回
の
稽
古
は
欠
か

さ
ず
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
時
間
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
剣

道
関
連
の
動
画
を
見
な
が

ら
研
究
し
て
い
ま
す
」

②
「
武
道
の
稽
古
は
辛
い
も

の
で
す
が
、
子
ど
も
の
う
ち
に
『
努
力
す
れ
ば
な
ん
で
も

で
き
る
』
と
い
う
こ
と
や
、
忍
耐
力
を
身
に
つ
け
れ
ば
、

社
会
人
に
な
っ
て
そ
れ
が
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
」

③
「
今
は
選
手
と
し
て
で
は
な
く
健
康
維
持
の
た
め
に
稽

古
を
し
て
ま
す
。
体
を
鍛
え
る
こ
と
は
自
分
に
自
信
を
く

れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ペ
ー
ス
に
稽
古
を
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
」

▽
皆
川　

浩
さ
ん
（
神
奈
川
県
・
83
歳
）

①
「
稽
古
の
頻
度
は
週
３
回

（
水
・
土
・
日
曜
日
）
で
水

曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
11

時
半
ま
で
朝
稽
古
を
し
て

い
ま
す
。
朝
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
や
趣
味
の
釣
り
な
ど

で
体
を
動
か
し
て
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
」

②
「
子
ど
も
た
ち
に
は
正
し
い
心
で
、
正
し
い
剣
を
学
ん

で
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
伝
統
文
化
で
あ
る
武
道
を
受
け

継
い
で
も
ら
っ
て
、
心
身
と
も
に
健
全
な
人
に
育
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
」

③
「
今
は
寿
Ｂ
組
に
出
場
し
て
い
る
の
で
、
寿
Ａ
組
に
出

場
す
る
ま
で
こ
の
大
会
に
出
続
け
た
い
で
す
」

▽
福
田
智
子
さ
ん
（
北
海
道
・
70
歳
）

①
「
中
学
校
の
外
部
指
導
者

を
し
て
い
る
の
で
稽
古
自

体
は
週
に
４
、５
回
し
て
い

ま
す
」

②
「
武
道
の
稽
古
は
厳
し
く

大
変
な
も
の
で
す
が
、『
打

た
れ
強
さ
』
を
鍛
え
る
の
に
と
て
も
効
果
的
だ
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
力
を
余
し
た
ま
ま
諦
め
て
し
ま
う
子
ど
も
が

多
い
気
が
す
る
の
で
、
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
の
精
神
が
武

道
に
よ
っ
て
身
に
つ
い
て
く
れ
る
と
嬉う
れ

し
い
で
す
」

③
「
教
員
時
代
に
全
国
制
覇
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
今
は
『
100
歳
ま
で
元
気
に
剣
道
を
続
け
れ
ば
日

本
一
に
な
れ
る
』
と
思
っ
て
稽
古
し
て
い
ま
す
」

▽
岡
本
邦
靖
さ
ん
（
東
京
都
・
83
歳
）

①
「
大
体
週
に
２
、３
回
稽

古
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
は
畑
仕
事
や
ゴ
ル
フ
で

体
を
動
か
し
て
い
ま
す
」

②
「
子
ど
も
の
頃
に
学
ん
だ

技
は
、
大
人
に
な
っ
て
い
く

に
つ
れ
て
忘
れ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
礼
儀
作
法
や

し
つ
け
の
学
び
は
、
た
と
え
武
道
の
稽
古
を
や
め
て
も

ず
っ
と
残
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い
稽
古
で
も
す

ぐ
に
や
め
て
し
ま
わ
ず
に
、
続
け
て
い
く
こ
と
で
大
き
な

も
の
を
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」

③
「
こ
れ
か
ら
も
こ
の
大
会
に
出
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
稽

古
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
坂
本
和
代
さ
ん
（
奈
良
県
・
68
歳
）

①
「
火
曜
日
と
金
曜
日
に
朝

６
時
か
ら
の
稽
古
が
あ
り
、

週
２
回
し
て
い
ま
す
。
そ
の

稽
古
に
は
若
い
人
も
参
加

さ
れ
て
い
る
の
で
、
体
力
だ

け
で
な
く
メ
ン
タ
ル
も
鍛

え
ら
れ
て
い
ま
す
」

②
「
武
道
を
学
ぶ
上
で
『
長
幼
の
序
』
を
し
っ
か
り
守
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
高
段
者
の
先
生
や
先
輩
に
敬
意
を
示

す
、
整
列
で
上
座
を
譲
る
な
ど
の
礼
儀
は
と
て
も
大
切

で
す
」

③
「
来
年
六
段
の
審
査
に
挑
戦
で
き
る
の
で
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
稽
古
に
励
み
ま
す
」

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　日野市小学校空手道体験教室

■
授
業
の
振
り
返
り

　

授
業
終
了
後
、
関
係
者
に
よ
る
振
り

返
り
が
行
わ
れ
た
。
は
じ
め
に
日
野
市

空
手
道
連
盟
の
日
野
正
剛
会
長
よ
り
本

事
業
の
取
り
組
み
の
目
的
が
改
め
て
述

べ
ら
れ
、
有
竹
講
師
よ
り
「
時
間
は
タ

イ
ト
で
あ
っ
た
が
６
年
生
だ
か
ら
で

き
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
発
言
が
あ

り
、
他
の
出
席
者
か
ら
は
、「
短
い
時

間
の
中
で
運
営
の
連
携
が
す
ば
ら
し
か

っ
た
」、「
こ
れ
だ
け
の
生
徒
数
な
の

で
講
師
の
人
数
を
も
う
少
し
増
や
し
て

も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
全
日
本
空
手
道
連
盟
の

日
下
修
次
学
校
武
道
推
進
委
員
会
相
談

役
か
ら
は
「
５
年
間
の
日
野
市
の
取
り

組
み
の
成
果
は
、
小
学
校
武
道
授
業
の

必
修
化
に
向
け
て
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

る
。
連
盟
と
し
て
も
さ
ら
に
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と
発
言
が
あ
っ
た
。

　　

礼節や思いやりの心も学ぶ礼節や思いやりの心も学ぶ

　

５
月
26
日
、
東
京
都
日
野
市
立
日
野
第

四
小
学
校
で
空
手
道
の
体
験
教
室
が
行
わ

れ
た
。

　

日
野
市
で
は
２
０
２
１
年
に
開
催
さ
れ

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
空
手
選
手
団
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
会

後
の
令
和
４
年
度
か
ら
本
年
度
ま
で
の

５
年
間
の
計
画
で
、
日
野
市
空
手
道
連

盟
協
力
の
下
、
市
内
全
17
校
の
小
学
校

で
空
手
道
体
験
教
室
を
実
施
。
本
年
度
は

４
〜
６
年
生
約
１
６
０
０
名
が
体
験
を

予
定
し
て
お
り
、
同
校
が
本
年
度
１
校

目
の
実
施
と
な
っ
た
。
ま
た
今
回
は
、

公
益
財
団
法
人
全
日
本
空
手
道
連
盟
が

主
催
す
る
「
学
校
訪
問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

K
a
r
a
t
e
D
o
!　

空
手
道
体
験
授

業
」
の
支
援
に
よ
り
、
演
武
者
の
派
遣
や

教
材
の
提
供
を
受
け
実
施
さ
れ
た
。。

東京都日野市東京都日野市

全17校で展開される全 17校で展開される
武道教育の第一歩武道教育の第一歩

市内の市内の小学校に広がる空手道小学校に広がる空手道
心と体を育む体験教室心と体を育む体験教室

り
、
受
け
な
ど
を
行
っ
た
。
３
時
間
目
の

最
後
に
は
２
人
１
組
で
対
人
稽
古
を
行

い
、
児
童
同
士
で
教
え
合
う
場
面
も
見
ら

れ
た
。

　

４
時
間
目
の
冒
頭
、
日
本
大
学
空
手
道

部
の
３
名
に
よ
る
形
演
武
（
燕え
ん

飛ぴ

）
が
披

露
さ
れ
た
。
一
糸
乱
れ
ぬ
俊
敏
な
動
き
や

息
遣
い
、
道
着
が
擦こ
す

れ
る
音
を
児
童
た
ち

は
真
剣
な
眼ま
な

差ざ

し
で
見
学
。
演
武
が
終
わ

る
と
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

有
竹
講
師
か
ら
は
、「
形
は
常
に
相
手

を
想
定
し
て
い
る
の
で
、
技
が
決
ま
っ
た

あ
と
に
相
手
の
反
撃
を
注
視
し
て
元
に
戻

る
『
残
心
』
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
解
説
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
基
本
形
１
を
体
験
し

た
と
こ
ろ
、
回
転
す
る
際
の
足
の
使
い
方

　

授
業
は
３
、
４
時
間
目
の
続
き
授
業
と

し
、
６
年
生
・
全
４
ク
ラ
ス
119
名
を
対
象

に
実
施
。
日
野
市
空
手
道
連
盟
の
有
竹
隆

佐
講
師
他
４
名
が
指
導
し
た
。

　

は
じ
め
に
有
竹
講
師
が
空
手
道
の
歴
史

や
成
り
立
ち
、
礼
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て

映
像
を
用
い
て
説
明
。
空
手
道
の
イ
メ
ー

ジ
を
児
童
た
ち
に
投
げ
か
け
る
場
面
も
あ

っ
た
。

　

実
技
で
は
、
は
じ
め
に
立
礼
や
座
礼
を

行
っ
た
。
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
児
童
た

ち
で
あ
っ
た
が
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
、
綺き

麗れ
い

な
所
作
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
続

い
て
八
字
立
ち
か
ら
正
拳
突
き
を
行
う

と
、「
エ
イ
ッ
！
」
と
い
う
掛
け
声
が
一

斉
に
体
育
館
全
体
に
響
き
わ
た
っ
た
。

　

そ
の
後
、
騎
馬
立
ち
や
前
屈
立
ち
、
蹴

に
戸
惑
い
を
見
せ
る
児
童
も
多
く
い
た

が
、
そ
こ
は
６
年
生
で
呑の

み
込
み
が
早

く
、
繰
り
返
し
練
習
す
る
う
ち
に
ス
ピ
ー

ド
も
つ
い
て
、
気
合
も
み
な
ぎ
る
と
こ
ろ

ま
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
形
演
武
の
手
本
を
行
い
た
い
児

童
を
募
る
と
11
名
が
挙
手
。
前
に
出
て
取

り
組
み
の
成
果
を
披
露
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、「
技
は
何
種
類
あ
る

の
か
」「
一
番
難
し
い
技
や
形
は
」「
帯
の

色
は
何
色
あ
っ
て
、
色
分
け
の
違
い
は
な

に
か
」
な
ど
の
質
問
が
次
々
と
寄
せ
ら

れ
、
今
回
の
体
験
教
室
で
興
味
・
関
心
が

湧
い
た
様
子
を
窺う
か
がう

こ
と
が
で
き
た
。

挨拶を行う日野市空手挨拶を行う日野市空手
道連盟　日野正剛会長道連盟　日野正剛会長

質疑応答の様子質疑応答の様子

日本大学空手道部による形演武披露日本大学空手道部による形演武披露
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